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圭濡撃
土

板
碑

憧
憬

平
戎
十
牢
九
円

発
　
行

摂
津
市
三
島
一
丁
目
山
添
二
号

摂

緋

市

教

育

委

員

会

生
涯
学
習
部
　
生
涯
学
習
課

・
Ⅴ
人
ル
ル
財
講
座

お

知

ら

せ

山
田
川
と
そ
の
周
辺
の
歴
史

夏
休
み
体
撃
習
講
座
の
開
催

轟了た混沌恥に　′免罪離1

隅膵串　鰯形鋼
縄文式土器をつくろう

◎7月　2　6日と8月　3日の2　日間

男り府公民館で野焼き粘土を使って

土着詩を作りました。古代の想イ象以」二

の技術与こ驚きの連続でし・た○

開
＝
樹
＝
也

平
成
十
年
十
月
四
日
　
（
日
）

打
汎
・
】
揮
琵

午
前
九
時
十
分

顕
樹
隅
田

摂
韓
市
役
所
　
玄
関
前

岡
勧
帽
観

阪
急
山
田
駅

大
阪
府
内
で
開
催
さ
れ
る
展
示
・

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の

情
報
を
い
ち
は
や
く
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

市
内
在
住
・
在
勤
者

三
十
名

謬
山
門
胞
　
無
料

◎
当
．
月
旦
哀
詞
社
仏
閣
の
関
係

者
常
設
藩
士
史
家
を
講
師
に
‥

お
ま
ね
き
し
て
、
金
剛
院
・
伊
‥

射
寮
岐
神
社
・
囲
照
寺
な
ど
を

探
索
し
要
す
。

岡
山
凶
幽

九
月
一
日
よ
り
、
電
話
又
は
直
接

生
涯
学
習
課
ま
で

℡
〇
六
－
三
八
三
－
一
一
一
一

〇
七
二
六
」
三
八
－
〇
〇
〇
七

（
内
線
）
三
二
．
「
三

也
り
目
地

九
月
十
三
日
　
牛
後
二
時
～
四
時

（
午
後
日
時
よ
り
受
付
）

暦
ヒ
ト
．
．
飽
和
良
市
池
上
町
川
里
・
．

大
阪
府
立
弥
生
文
化
植
物
鮒

訝
．
．
桝
．
蜘

平
常
人
鰯
料
の
み
で
、
ご
舷
誹
い

た
だ
け
ま
す
。
一
般
ニ
ー
0
0
日

高
大
生
二
〇
〇
円
　
六
八
歳
以
上

中
学
生
以
下
は
無
料
。

℡
〇
七
∴
五
－
四
六
－
∴
∵
‖
ハ
．
．

◎
最
近
の
藍
要
な
発
見
の
意
義
に

当
時
の
国
際
的
な
見
方
も
加
え

て
、
邪
蟻
ム
日
岡
と
そ
の
時
代
を



2
‾▼l lここ「＝＝ご「J「こ＝＝＝＝＝二三ご－＝

き
い
で
ん
●
お
ば
あ
三
に
聞
き
ま
し
た

挺
津
巾
域
　
嬰
9
度
　
笥
盈
層
飼
W
≪
転
覆
財

そ
の
5
　
大
き
な
自
然
災
害

卯∴蔓：髄押約に　嘗′眉．諷低音第　5　号

・
高
槻
の
大
塚
で
淀
川
の
堤
防
が

決
壊
し
ま
し
た
。
同
時
に
芥
川
、

安
城
川
、
神
崎
川
も
決
壊
し
て
、

淀
川
お
撞
全
域
で
大
災
藷
と
な
り

ま
し
た
。

体

験

談

～

鳥

飼

上

＊
「
お
風
呂
に
入
っ
て
い
草
々

急
に
家
の
中
に
水
が
入
＝
つ
て

一
八
写
真
は
「
大
塚
切
れ
」
堤
防

復
旧
工
事
）

し
た
。
あ
わ
て
て
堰
防
の
上
に

げ
ま
し
た
。
家
は
流
れ
る
、
牛

漁
れ
る
で
大
変
で
し
た
．
。
」

＊
　
「
五
十
日
間
も
水
が
引
か
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
間
は
み
ん
な
堤

防
の
上
で
テ
ン
十
暮
ら
し
で
す
。

今
な
ら
仮
設
住
宅
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。
学
校
も
ず
っ
と
休
み
で
し

た
、
」

が
そ
の
下
敷
き
と
か
っ
て
死
亡
し

ま
し
た
。
二
十
人
が
重
軽
傷
を
負

い
ま
し
た
。
鳥
飼
小
学
校
で
も
二

階
建
て
校
舎
が
例
壊
し
て
、
逃
げ

出
し
た
児
童
一
人
が
、
倒
れ
て
き

た
校
門
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
に

ま
し
た
。
天
気
予
報
の
な
か
っ
た

時
代
の
悲
劇
で
す
。

…
体
験
談
～
而
∴
場

＊
　
「
市
場
池
の
水
が
干
上
が
っ
て
．

二
底
で
野
球
が
で
き
る
ほ
ど
で
し
‥

㌣
た
。
」

・
台
風
の
強
い
雨
で
、

の
芥
川
が
決
壊
し
て
、

淀
川
上
流

淀
川
右
岸

一
帯
が
水
に
最
か
り
ま
し
た
。

・
大
坂
の
気
象
台
で
は
、
風
速
六

十
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
ま
ま
機

械
が
こ
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
台
風
が
大
阪
を
持

撃
し
た
の
は
午
前
八
時
過
ぎ
で
、

チ
ど
も
が
登
校
し
始
め
て
い
る
時

で
し
た
。
味
舌
小
学
校
で
は
二
階

建
て
校
舎
が
倒
壊
し
、
児
童
五
人

体
＝
ユ
軍
学
」
味
舌
下

＊
二
番
凍
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

は
∵
校
舎
を
飛
び
出
し
て
、
山
田

川
の
堤
防
の
内
側
に
避
難
し
た
か

ら
、
本
当
は
み
ん
な
助
か
っ
て
い

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
な
ん
で
や

ー
七
れ
た
動
か
と
い
う
と
、
そ
の
日

が
貯
金
日
や
っ
た
か
ら
で
す
。
持

っ
て
せ
た
お
金
を
置
い
た
ま
ま
逃

げ
出
し
た
こ
と
に
気
付
い
た
チ
ビ

虻
が
、
何
人
も
校
舎
に
戻
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
を
バ
ン
と
や
ら
れ
た

の
蔓
∴
あ
の
頃
に
み
ん
な
貧
乏

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
」

ル

体

験

談

～

良

朗

下

■
＊
　
「
鳥
朗
の
堤
防
が
ぐ
ず
ぐ
ず
に

…
な
っ
て
切
れ
か
か
っ
た
の
で
、
み

ん
な
で
必
死
の
防
御
丁
郭
を
し
ま

し
た
。
そ
の
最
中
に
上
浦
で
切
れ

た
の
で
す
。
」

日
日

・
二
年
連
続
の
日
照
り
続
き
で
、

普
通
の
年
な
ら
水
の
多
さ
に
悩
む

場
所
ま
で
田
ん
ぼ
の
水
が
無
く
な

っ
て
、
稲
が
枯
れ
ま
し
た
。

↓
　
（
十
三
号
台
風
の
洪
水
時
、

堤
の
避
難
生
活
）
　
担
当
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◎
前
号
の
『
味
舌
の
村
々
』
の
続
き

庄
屋
村
　
味
青
郷
石
か
村
の
一
つ

免　税射い　計、l、．
r‾－ご＝　■こ‾－こ7て・＝

縛
…
一

撃
一

I
L飼

∵

束
は
茨
木
村
（
剖
ね
の
茨
木
市
）

へ
の
道
を
境
に
坪
井
村
に
、
北
は

味
舌
上
村
に
接
し
、
中
央
を
山
m

川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
集
落
は
山

川
川
の
左
律
に
あ
り
、
両
日
村
（

現
吹
日
直
）
　
へ
の
道
が
通
っ
て
い

ま
し
た
。
文
禄
三
咋
（
■
五
九
四

年
）
　
の
検
知
で
二
三
U
石
余
が
砧

付
さ
れ
、
以
後
村
高
は
若
十
の
新

聞
分
を
加
え
る
の
み
で
、
江
戸
時

代
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
変
化
を
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
領
主
の
変
遷
は

上
村
や
ド
村
と
同
じ
で
、
汀
い
時

代
の
初
頭
は
紙
用
長
益
（
わ
柴
）

の
知
行
地
と
な
り
、
長
益
か
ら
子

の
大
和
戒
窮
蕗
　
（
後
の
芝
射
落
）

藩
主
長
政
に
遜
ら
れ
た
。
幕
末
ま

で
同
粥
が
治
め
ま
し
た
。
文
禄
検

知
段
階
で
高
論
百
姓
一
二
八
人
の

う
ち
当
村
百
姓
は
六
八
人
で
著
し

い
入
作
状
況
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

稲
作
が
中
心
で
し
た
が
、
農
間
余

業
と
し
て
、
男
は
純
・
俵
・
壷
作

り
、
女
は
未
組
織
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
。
村
内
に
古
道
具
屋
二
軒

粗
肴
屋
・
干
物
屋
・
綿
打
屋
各
一

軒
が
あ
り
ま
し
た
。

用
水
は
お
も
に
山
田
川
と
沼
地

に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。
溜
池
に
は

味
舌
下
村
と
立
会
の
牛
見
地
と
明

和
七
年
（
一
七
七
〇
年
）
築
造
の

朋
和
地
が
あ
り
ま
し
た
。
明
和
池

の
築
造
な
ど
水
利
に
か
か
わ
る
諸

普
請
と
、
そ
の
維
持
費
は
村
財
政

を
圧
迫
し
ま
し
た
。

寺
院
は
永
福
寺
が
あ
り
、
鎮
守

は
須
佐
之
男
命
神
社
で
す
。
当
村

に
は
御
旅
所
が
あ
り
ま
し
た
。

正
昔
寺
村
味
青
郷
元
か
村
の
一
つ

山
田
川
が
中
央
に
流
れ
、
上
手

は
庄
屋
村
。
集
落
は
お
も
に
山
田

川
の
左
岸
に
あ
り
ま
し
た
。
村
の

劇
覇
を
茨
木
村
へ
の
道
が
、
西
端

を
山
田
村
へ
の
道
が
通
っ
て
い
ま

し
た
。
文
禄
三
年
の
大
関
郡
内
味

舌
村
ノ
庄
屋
村
御
検
知
蛙
及
び
大

田
郡
味
舌
之
内
下
村
御
検
知
蛙
に

「
正
音
寺
」
　
の
地
名
が
み
え
ま
す
。

慶
長
一
〇
年
（
一
J
ハ
〇
五
年
）
　
摂

津
国
絵
図
に
は
「
小
書
寺
村
」
と

表
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
村
名
は

も
と
当
地
に
あ
っ
た
寺
院
の
名
に

ち
な
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
詳

細
は
不
明
で
す
。
味
青
郷
の
な
か

で
当
村
の
み
領
主
を
具
に
し
て
い

ま
す
．
享
保
二
〇
年
二
七
三
五

年
）
　
の
摂
河
泉
石
高
調
に
よ
る
と

淀
藩
顔
は
三
三
t
石
余
で
幕
府
街

は
九
石
余
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
幕

府
領
の
地
域
を
「
味
舌
村
」
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
明
治
二
二
年
（

一
八
八
九
年
）
ま
で
「
味
舌
村
」

の
行
政
地
名
の
ま
ま
残
り
ま
し
た

が
、
特
定
の
地
域
・
集
落
を
も
つ

も
の
で
は
な
く
、
正
普
寺
村
域
に

散
在
し
た
飛
地
の
集
合
体
を
意
味

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
幕
府
餞
味

古
村
は
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
年
）

以
降
高
槻
藩
の
頭
地
に
な
り
ま
し

た
。正

徳
二
年
二
七
一
二
年
）
　
の

覚
に
よ
り
ま
す
と
正
音
寺
村
に
は

八
石
余
の
大
工
高
所
持
者
が
一
人

い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
菜
種
の
栽

培
・
絞
油
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
慶
応
元
年
二
八
六
末
年
）

の
御
川
油
の
在
力
引
受
と
在
方
で

の
‖
川
洲
小
売
許
可
を
め
ぐ
る
阿

訴
で
は
、
摂
聖
∴
六
三
－

か
腎

の
島
下
郡
淀
統
領
日
用
か
村
惣
代

村
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

用
水
は
山
田
川
か
ら
で
し
た
が
、

用
水
涼
を
同
じ
く
す
る
村
と
水
論

が
起
き
て
い
た
と
い
う
文
吉
が
残

っ
て
い
ま
す
。
．

寺
院
は
盛
徳
寺
で
、

佐
之
男
命
神
社
で
す
。

鎮
守
は
須

t

近
世
の
摂
津
市
域
の
村
域

は
昧
舌
郷
五
か
村
の
簡
閲
e

（
摂
津
市
史
　
別
巻
よ
り
）

折
り
　
（
新
帝
）
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千
里
丘
2
丁
目
試
掘
調
査

三
内
丸
山
遺
跡
の
特
徴
と
し
て

「
大
き
い
」
　
「
長
い
」
　
「
多
い
」

と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
よ

く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
①
　
「
大
き
い
」

大
き
い
と
は
、
三
五
㌶
に
も
及

ぶ
広
大
な
土
地
に
、
大
規
模
な
建
■

築
物
や
ご
み
絵
場
な
ど
の
遺
構
が

計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
言
え
ま
す
。
と
く
に
、
匿
祥

二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
・
五
メ
ー

ト
ル
を
計
る
柱
穴
が
、
六
個
等
間

隔
に
配
置
さ
れ
て
い
た
大
型
臓
宣

杜
建
物
は
、
推
定
で
高
さ
が
二
〇

メ
ー
ト
ル
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
軸
三
十

メ
ー
・
ト
ル
、
短
軸
八
メ
ー
ト
ル
を

計
る
人
里
竪
穴
住
居
も
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
建
築
物
の
規
模
か
ら

考
え
て
も
、
当
時
五
〇
〇
人
近
く

の
人
口
を
抱
え
て
い
た
可
能
性
が

で
て
き
ま
し
た
。
従
来
の
説
で
は

純
文
相
の
人
目
は
三
〇
人
か
ら
五

〇
人
程
度
と
考
え
ら
れ
、
移
動
・

採
集
生
活
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
発
見
に
よ

り
計
画
的
で
大
規
模
な
建
築
物
に

囲
ま
れ
た
定
住
生
活
と
い
う
、
新

た
な
縄
文
時
代
の
生
活
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す（

つ
づ
く
）

千
里
丘
二
丁
目
の
試
掘
調
査
で

は
、
明
確
な
遺
構
は
頻
出
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
円
基
石

銭
（
え
ん
き
せ
き
ぞ
く
）
と
呼
ば

れ
る
打
製
石
器
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
石
器
は
、
瓦
器
（
が
き

・
お
も
に
中
世
を
中
心
に
広
く
使

玉露・土師捏輪中中庭のヰ綴

中∴
鰐川氾‾饗蝶．鎮ニ＝‘■

【
お
】
大
森
貝
塚

○
東
京
都
大
冊
区
に
あ
る
縄
文
時

代
の
遼
跡
で
す
。
明
治
巨
隼
に
、

モ
ー
ス
が
線
路
に
面
す
る
こ
の
追

跡
を
l
－
車
窓
か
ら
発
見
し
た
と
■
■
二
日
わ

◎
大
型
掘
立
柱
建
物
群
」
復
元
図

（
イ
ラ
ス
ト
・
石
井
良
三
）

用
さ
れ
る
土
器
）
を
含
む
堆
積
と

さ
ら
に
下
層
の
河
川
氾
濫
堆
積
の

境
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

状
況
は
、
厳
密
に
は
石
器
が
使
わ

れ
た
時
代
の
現
位
置
を
保
っ
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

周
辺
地
域
や
上
流
の
丘
陵
地
域
に

昼
　
こ
の
石
器
が
使
わ
れ
た
時
代

の
生
活
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
る
可

能
性
が
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

れ
て
い

○
モ
ー

こ
の
貝

廓
に
あ

本
で
初

学
的
な

館
を
導

し
た
。

はす。
ス
は
、

塚
の
究

た
り
‖

て
の
科

発
振
調

人
し
ま

正
価
な

尖
測
図
、
簡
潔
で
適
切
な
報
告
書

な
ど
、
こ
れ
ら
の
業
緋
は
、
現
在

で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

担
当
　
へ
伊
部
）
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